
【入賞】 
No.24「SUKETTO」 
 太田美桜 

受賞コメント 
今回は応募した作品に対する対価、またこのような賞を
いただき、大変嬉しく思っています。またプレゼンテー
ションを通じて他の方達のレベルの高い作品を見て、刺
激を受けました。審査員の方から頂いたアドバイスや感
想なども今後のものづくりに活かしてしていきたいと思
います。本当にありがとうございました。 

 

評価コメント 
日常のボランティア活動の団体を非日常の災害時に直ちに転換して支援活動にあたれるようにす
る体制の提案で、やり方を工夫することによって現実的な提案になると考えられた。（佐藤） 

被災者・行政・ボランティアをつなぐ情報ネットワークの必要性は高いが、災害時に遠方から訪
れるボランティアをどのようにつなぐのか。地域のボランティアと来訪するボランティアの情報
ネットワークが課題では。（相良） 

着眼点は良い。特に「日常的なボランティア活動が育まれていて、非常時にはその人達が災害時対
応で活動する」というのは、ある地域におけるビジョンとして理想的な姿と思う。しかし、アプ
リがあればそれだけで、そうした社会は実現できるのだろうか？どんなアプリにするか、という
テーマの脇には、そのアプリを使って地域のボランティアネットワークを醸成し運用する人材は
いるのか、それは誰なのか、というテーマがセットであると感じる。その観点への踏み込みが
あってこそ、確かに活かせるアプリ、ツールを生み出す可能性につながるのでは？（平林） 

GDPC2021 評価コメント  / 12 12

人と人とをつなげ、自然災害に立ち向かう。

「SUKETTO（スケット）」は市町村ごとのボランティア体制や
みんなで街を守る地域コミュニティづくり、アプリ提案など、

人と人をつなげ自然災害に立ち向かうための新しいソーシャルデザインです。

災害による二次被害の問題解決だけでなく、ボランティア活動
における体験価値の向上、防災を通じた地域コミュニティの活
性化を目指し、人と人との繋がりの重要性・必要性の再認識に
も繋げていく。またアプリでボランティアの受け入れをするこ
とで感染症対策における非接触での受付や、現地での混乱防止、
無駄な時間の削減にも。
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自助・共助によるコミュニティ防災

災害ボランティア活動の円滑化

ボランティアの体験価値を上げる

ボランティア活動の円滑化
ボランティアという体験に

価値を与える

防災イベントや
日頃のちょこボラを通して
平常時から防災意識を

近隣の被災地への
災害ボランティアを派遣
ボランティア部隊と
サポート部隊で支援

知識、経験の共有
ボランティア同士の関わり
経験の価値を高める

防災関連のイベント
災害ボランティア体制

ボランティア受け入れ制限
マッチング

近隣地域へのボランティア派遣

被災状況
避難状況
需要と供給

平常時：ちょこボラ活動
緊急時：VC運営

春日井市
小牧市

犬山市

災害時

平常時

ちょこボラ活動

防災イベントの運営

ゴミ拾いや子供支援、防犯活動など、日常生活の
合間にできるボランティア活動のこと

防災公園を使った防災マルシェやカフェ、
地域の防災ツアーなどのイベント運営

①ボランティア部隊

②サポート部隊

労働ボランティア

災害ボランティアをサポートするボランティア
料理クラブ→炊き出し班
スポーツクラブ→車の提供（移動手段）
芸能クラブ→被災地での娯楽

※ちょこボラ…ちょこっとボランティア
　　　　　　　清掃活動や子育て支援、防犯活動など平常時に行うボランティアのこと
　　　　　　　

例

平常時と非常時の活動 ソーシャルデザイン


